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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成25年5月2日(2013.5.2)

【公表番号】特表2011-514480(P2011-514480A)
【公表日】平成23年5月6日(2011.5.6)
【年通号数】公開・登録公報2011-018
【出願番号】特願2011-500270(P2011-500270)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｂ  75/28     (2006.01)
   Ｆ０２Ｂ  75/04     (2006.01)
   Ｆ０２Ｄ  15/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｂ  75/28    　　　Ａ
   Ｆ０２Ｂ  75/04    　　　　
   Ｆ０２Ｂ  75/28    　　　Ｂ
   Ｆ０２Ｄ  15/02    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月12日(2012.3.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも下記の３つの要素を含むエンジン（１）：
－　その容積が最小値と最大値の間で変化する燃焼室（３）の範囲を定める一因となるシ
リンダー（２）、
－　同時に燃焼室（３）の範囲を定める一因となる第１ピストン（４）で、上記第１ピス
トン（４）及びシリンダー（２）が燃焼室（３）の容積の変化の影響下で一番目の相対的
往復運動をうけるように設計された第１ピストン（４）、
－　回転式出力軸（８）、
同時に下記を含む上記エンジン（１）：
－　同時に燃焼室（３）の範囲を定める一因となる第２ピストン（１４）で、上記第２ピ
ストン（４）及びシリンダー（２）が燃焼室（３）の容積の変化の影響下で二番目の相対
的往復運動をうけるように設計されていて、上記出力軸（８）が上記第１及び第２ピスト
ン（４、１４）に同軸に取り付けられている第２ピストン（１４）、
－　一方で、上記３つの要素（２、４、８）のうちのひとつに結合されている実質上波状
の形状の第１案内経路（９）、及び他方で上記第１案内経路（９）に沿ってずらされるよ
うに設計され、上記３つの要素（２、４、８）のうちのその他に結合されている第１案内
要素（１０）を含む、上記一番目の相対的往復運動を出力軸（８）の回転運動に変換する
一番目の手段（５）、
－　燃焼室（３）の容積の最小値及び／又は最大値を調節するために、第１案内経路（９
）及び／又は第１案内経路（９）が結合されている上記要素（２、４、８）に関しての位
置を調整する第１部材（５）。
【請求項２】
　第１案内経路（９）が出力軸（８）に結合されていて、その一方第１案内要素（１０）
が第１ピストン（４）に結合されていることを特徴とする請求項１に記載のエンジン（１



(2) JP 2011-514480 A5 2013.5.2

）。
【請求項３】
　第１案内経路（９）が第１溝を含み、その一方第１案内要素が上記第１溝にはまる第１
フィンガーを含むことを特徴とする請求項１又は２に記載のエンジン（１）。
【請求項４】
　第１調整部材（５）が出力軸（８）を覆うようにかつ出力軸（８）に沿って滑るように
取り付けられている第１調節部品（６）を含み、上記第１調節部品（６）が第１案内経路
（９）を有することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載のエンジン（１）。
【請求項５】
　第１調整部材（５）が一方では、シリンダー（２）に固定されかつ出力軸（８）に同軸
の貫通された中空円筒(１８)を含み、他方では、その端の一番目で第１調節部品（６）に
取り付けられている貫通筒（１９）を含み、シリンダー（２）に関して固定されるように
取り付けられている出力軸（８）に対しての第１調節部品（６）の位置を変化させるため
に、上記貫通筒（１９）を貫通された中空円筒(１８)の中でねじ込みかつ取り外すことが
できることを特徴とする請求項４に記載のエンジン（１）。
【請求項６】
　貫通筒（１９）を回転駆動するために貫通筒（１９）の二番目の端に歯車１９Ｂが設け
られていることを特徴とする請求項５に記載のエンジン（１）。
【請求項７】
　上記燃焼室（３）がシリンダー（２）内の第１及び第２ピストン（４、１４）を隔てる
隙間の空間によって形成されることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載のエ
ンジン（１）。
【請求項８】
　一番目及び二番目の往復運動は、上記第１及び第２ピストン（４、１４）が実質上同時
にお互いに近寄ったりお互いに離れたりするように反対であることを特徴とする請求項１
～７のいずれか１項に記載のエンジン（１）。
【請求項９】
　上記二番目の相対的往復運動を出力軸（８）の回転運動に変換する二番目の手段を含む
ことを特徴とするエンジン（１）で、上記二番目の変換手段が、一方では、下記３つの要
素、シリンダー（２）、出力軸（８）、及び第２ピストン（１４）、のひとつに結合して
いる実質上波状の形状の第２案内経路（１５）を含み、他方では、上記第２案内経路（１
５）に沿ってずらされるように設計されていて、かつ上記３つの要素（２、８、１４）の
その他に結合している、第２案内要素（１６）を含むエンジン（１）で、同時に燃焼室３
の容積の最小値及び／又は最大値を調節するために、第２案内経路（１５）及び／又は第
２案内要素（１６）の、それ（ら）が結合している要素（単数・複数）（２、８、１４）
に関しての位置を調節するための第２部材（５０）を含む請求項１～７のいずれか１項に
記載のエンジン（１）。
【請求項１０】
　内燃エンジンを構成することを特徴とするエンジン（１）で、上記燃焼室（３）が上記
燃焼室（３）内で燃焼をうけることを目的としている作動流体を収容するように設計され
ている請求項１～９のいずれか１項に記載のエンジン（１）。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載したエンジン（１）を搭載した乗物。
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